[bookmark: _GoBack]『犯罪社会学研究』投稿原稿添付書

	執筆者名
（共著論文は共著者名も記載）
	（日本語）
	

	
	（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ）
	

	所属機関名
（共著論文は共著者の所属も記載）
	（日本語）
	

	
	（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ）
	

	連絡先
（共著論文は代表者連絡先を記載）
	 〒




Tel.                           Fax.
※日中連絡がとれる電話番号


E-mail 

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	題名
	

	英文題名
	

	原稿字数
	　　　　　　　　字
※注・文献・図・表を含め20,000字以内（Microsoft Word換算。「脚注と文末脚注を含める」にチェックを入れ、スペースを除いた文字数）
	OS
	

	
	
	ソフト
	

	要旨字数
	　　　　　　　　字
※500字以内（Microsoft Word換算。スペースを除いた文字数）

	英文要旨文字数
	　　　　　　　　words
※250words以内（Microsoft Word換算。スペースを除いた文字数）

	原稿送付日
	　　　　　　　　　　           年    月    日

	原稿受付日
	（現代人文社で記入）           年    月    日



日本犯罪社会学会機関誌 投稿チェックリスト

投稿者は、送付前に下記項目を確認し、不備がなければチェックしてください

投稿資格
□ 執筆者全員が日本犯罪社会学会の会員である

内容
□ 未公刊の論説または研究報告である　※学位論文（博士論文）は公刊論文とみなす
□ 多重投稿となっていない

　分量
· 分量は、20,000字以内（注，文献，図，表を含む）となっている
合計（　　　　　　　）字
内訳：	本文・注・文献	（　　　　　　）字
		図			（　　　　　　）点〔換算文字数：　　　　〕
		表			（　　　　　　）点〔換算文字数：　　　　〕
※図・表は、刷り上がり1/2ページ大の場合は600字分として、刷り上がり1/4ページ大の場合は300字分として換算

要旨・キーワード（再投稿の場合、チェック不要）
□ 和文要旨を本文の前に付けている
□ 和文要旨は500字以内となっている
□ 英文要旨を、その和訳とともに別紙に記載し添付している
□ 英文要旨は250words以内となっている
□ 和文要旨・英文要旨の最後にキーワードを各3語付けている

投稿原稿の印刷書式・送付方法
□ 縦長A4紙に横書き（40字×30行）で印字している
□ 1部を郵送し、1部をPDFでメール送信している（再投稿の場合、チェック不要）
□ 本文の冒頭にはタイトルのみ記載している
□ 本文の冒頭に著者名を記載していない
□ タイトルと著者名を別紙に記載し、論文本体に表紙として添付している（再投稿の場合、チェック不要）

題名・筆者名の記載方法（再投稿の場合、チェック不要）
□ 題名に英文タイトルを付している
□ 筆者名にローマ字を付している
□ 筆者名の次に所属機関名を付している

本文・説明、注・引用文献、図表などの記載方法
□ 日本犯罪社会学会「機関誌への投稿規程」にしたがった記載方法で記載を行っている
□ 計量的研究の成果を投稿する場合、「計量的研究論文の記述について」を参考にした
□ 本文中、図表を入れるべき箇所の指示が、換算文字数とともに記されている（例：〈図○ 600字換算〉）

再投稿時の説明文書（再投稿の場合のみチェック必要）
□ 再投稿の場合、以前の投稿論文からの修正に関する説明文書を資料として付けている


その他
· 氏名、所属、謝辞、倫理委員会名称のほか、著者を特定することのできる事項を伏せてある
□ 共同研究の成果を投稿する場合、投稿前に他の共同研究者の了解を得ている
□ 日本犯罪社会学会倫理綱領と照らし、研究倫理に反していない

上記項目に関してチェックはされているものの、投稿論文が投稿規程を遵守していない場合には、投稿論文は受理されません。
□ 投稿論文が投稿規程を遵守していない場合に、受理されないことを了承します。
